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第 2 章では，2008～2012 年に設計された免震建物に関する公表情報から免震構造の


































平行に取り付けた補強（FB 補強）を提案している。提案 FB 補強は，鉄骨梁の貫通孔に
よって生じた断面欠損や局部座屈の早期発現による梁耐力の低下に対して，FB やアン
グルを用いることで無開孔梁と同程度の塑性耐力を維持することを意図している。まず
FB 補強に関する FEM 解析により，無開孔梁に相当する塑性耐力や変形性能を確保でき





























象に，頂部に TMD を設置したときの応答性状を，TMD の同調周期･減衰定数
等を変数とした一連の時刻歴応答解析から検討した。その結果，履歴減衰系ダ
ンパーが配置されている場合，免震建物に配置された TMD を系の 2 次周期に
同調させることが，床加速度応答低減に最も有効であることを明らかにした。  
 












める。また，平成 28 年 8 月 6 日，論文内容とそれに関連した事項について試問を行っ
て，申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し，合格と認めた。 
 
 
